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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

地
域
独
自
の
課
題
に
つ
い
て

も
｢

生
産
緑
地
制
度
の
要
件
緩

和
」(

大
山
崎
町)

｢

茶
繁
忙
期
の

人
手
確
保･

援
農
支
援｣

（
和
束

町)

「
特
栽
米
や
こ
だ
わ
り
米
に

対
す
る
助
成
」(

精
華
町)

、
「
集

落
営
農
組
織
へ
の
支
援
」
（
亀
岡

市
）
な
ど
、
農
家
の
要
望
が
多
数

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
各
市
町
の

２
０
２
２
年
度
施
策
の
企
画
立
案

に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

入
支
援
」
（
伊
根
町
）
を
盛
り
込

ん
だ
市
町
が
多
か
っ
た
。

が
可
能
な
実
施

方
法
を
検
討
し

て
取
り
組
ん
だ
。

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ

る
米
価
下
落
対
策
や
地
域
特
産
物

の
再
生
産
支
援
」
（
南
丹
市
・
京

丹
波
町
・
舞
鶴
市
）
、
「
京
力
農

場
プ
ラ
ン
の
推
進
支
援
」
（
城
陽

市
・
福
知
山
市
・
京
丹
後
市
）
を

重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
た
市
町
が

多
く
、
次
い
で
「
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
の
支
援
」
（
京
田
辺
市)



「
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
」
（
宮

津
市
）
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

農
業
委
員
会
法

条
に
基
づ
く

系
統
組
織
の
重
点
業
務
と
し
て
、

本
年
度
も
府
内
の
全
農
業
委
員
会

が
「
農
業
者
の
意
見
集
約
」
に
取

り
組
み
、

委
員
会
が
施
策
改
善

の
「
意
見
書
」
を
各
市
長
・
町
長

に
提
出
し
た
。
農
業
委
員
会
が
集

め
た
意
見
は
、
農
業
会
議
に
よ
る

京
都
府
知
事
へ
の
施
策
提
案
に
も

活
用
さ
れ
、
関
係
行
政
機
関
の
施

策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
の
意
見
集
約
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
委
員
の
戸
別
訪
問
や
農
家
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
各
農
業
委
員
会

「
若
手
農
業
者
の
集
い
」
を
開
催

し
、
若
い
世
代
の
声
も
反
映
し
た

「
意
見
書
」
を
作
成
し
、
市
の
施

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
昨
年


月

日
の
ト
ッ
プ
会
談
で
市
長
に

直
接
要
請
し
た
。

宮
津
市
で
は
、
農
業
委
員
会
が

市
内

カ
所
で
「
拡
大
地
区
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
、
京
力
農
場
プ

ラ
ン
の
策
定
や
今
後
の
農
業
振
興

に
つ
い
て
、
各
地
区
の
協
力
員

（
農
区
長
）
ら
の
意
見
を
集
約
。

校
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
に
留

学
。
帰
郷
し
て
英
会
話
教
室
を

開
い
た
後
、
大
学
に
進
学
し
東

京
で
就
職
し
た
美
有
さ
ん
。
現

在
は
家
族
の
指
導
で
養
蜂
技
術

を
修
業
中
だ
。

親
子
三
代
が
各
自
の
屋
号
を

持
ち
、
美
有
さ
ん
は
ミ
ミ
レ
ー

ヌ
（
〝
可か

わ

愛い

い
女
王
〟
）
と
い

う
名
称
で
「
こ
だ
わ
り
の
二
度

搾
り
製
法
」
を
追
求
。
蜜
蝋
完

成
後
の
熟
成
し
た
蜂
蜜
の
み
を

搾
り
、
百
貨
店
や
専
門
店
、
近

隣
の
農
産
物
直
売
所
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
し
て
い

る
。「

女
王
蜂
に
し
か
で
き
な
い

仕
事
が
あ
る
よ
う
に
、
地
域
で

自
分
の
使
命
を
探
し
、
全
力
で

頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
で
抱
負

を
語
る
。

（
宮
津
市
農
業
委
員
会
・
宇

野
由
美
子
委
員
）

継
ぐ
３
代
目
で
、
現
在
、
約


群
の
蜂
を
育
て
て
い
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
宮
津
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
育
ち
、
高

実
家
の
養
蜂
を
継
ぐ
た
め
、

１
年
前
に
東
京
か
ら
帰
郷
し
た

今
中
美み

有ゆ

さ
ん
（

）
。
創
業

者
の
祖
父
母
と
２
代
目
の
母
を

取
り
に
「
販
路
な
ど
経
営
内
容

を
継
続
し
て
く
れ
る
人
に
果
樹

園
を
譲
り
た
い
」
と
希
望
し

た
。
そ
こ
で
、
近
隣
の
果
樹
生

産
者
で
規
模
拡
大
を
め
ざ
す
若

手
農
業
者
（
岡
﨑
省
吾
さ
ん
）

を
紹
介
。
今
春
か
ら
樹
齢

年

の
果
樹
園
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

果
樹
園
の
利
用
継
続
に
向
け

た
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
浦
明
以
外

の
国
営
団
地
や
既
存
園
に
も
共

通
す
る
課
題
だ
。
実
務
班
で

は
、
２
０
２
２
年
度
、
各
団
地

の
圃
場
ご
と
に
「
樹
種
・
樹

齢
、
離
農
意
向
の
有
無
や
経
営

継
承
の
条
件
な
ど
が
一
目
で
わ

か
る
図
面
」
を
作
成
し
、
果
樹

農
家
組
織
と
意
見
交
換
を
予

定
。
果
樹
の
生
産
振
興
に
向
け

て
、
団
地
ご
と
に
将
来
像
を
描

い
た
振
興
計
画
の
作
成
を
め
ざ

し
て
い
る
。

を
共
有
し
て
借
受
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
て
い

る
。こ

の
取
り
組
み
の
推
進
母
体

が
、
昨
年
３
月
に
発
足
し
た

「
京
丹
後
市
果
樹
振
興
協
議

会
」
だ
。
京
丹
後
市
農
業
振
興

課
が
事
務
局
を
担
当
し
、
京
都

府
（
振
興
局
、
普
及
セ
ン
タ

ー
、
丹
後
農
研
）
、
Ｊ
Ａ
京

都
、
農
業
会
議
が
参
画
。
実
務

班
（

人
）
が
中
心
と
な
り
、

生
産
者
の
実
態
調
査
、
果
樹
の

新
植
・
改
植
の
推
進
、
新
規
入

植
者
の
受
入
促
進
、
果
樹
振
興

計
画
の
検
討
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。浦

明
団
地
で
は
、
昨
年
、
梨

（
ゴ
ー
ル
ド
二
十
世
紀
・
新
興

・
晩
三
吉
）
を
中
心
に
約
２
㌶

を
経
営
す
る

歳
代
の
生
産
者

が
「
１
年
以
内
に
廃
業
し
た

い
」
と
回
答
。
実
務
班
の
聴
き

京
丹
後
市
の
果
樹
生
産
者


人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
結

果
、

人
が
「
今
後

年
以
内

に
規
模
縮
小
・
廃
業
し
た
い
」

と
回
答
。
久
美
浜
町
で
は
、
国

営
農
地
（
５
団
地
）
と
既
存
園

（
５
地
区
）
の
約

㌶
（
梨


㌶
・
ブ
ド
ウ

㌶
・
桃
７
㌶
）

の
う
ち
、
約
８
㌶
で
「
経
営
継

承
に
よ
る
廃
園
防
止
が
必
要
」

と
判
明
し
、
関
係
機
関
が
情
報

は
、
近
隣
市
で
の
運
用
状
況
や

町
内
農
家
の
要
望
を
踏
ま
え

て
、
面
積
要
件
を
３
０
０
平
方

㍍
に
緩
和
す
る
こ
と
や
、
営
農

の
一
体
性
に
配
慮
し
た
「
街
区

の
運
用
の
見
直
し
」
な
ど
を
求

め
た
。

今
回
の
意
見
書
を
受
け
て
、

町
条
例
の
改
正
が
実
現
す
れ

ば
、
生
産
緑
地
指
定
の
対
象
地

区
が
拡
大
し
、
追
加
指
定
に
よ

る
農
地
保
全
に
つ
な
が
る
。

「
道
連
れ
解
除
の
防
止
」
に
も

効
果
が
あ
り
、
町
内
農
家
の
営

農
意
欲
も
高
ま
る
と
期
待
さ
れ

る
。（

大
山
崎
町
農
業
委
員
会
）

大
山
崎
町
農
業
委
員
会
は
、

小
規
模
な
農
地
で
が
ん
ば
る
農

業
者
の
期
待
に
応
え
て
、
２
月

７
日
、
「
生
産
緑
地
制
度
に
関

す
る
意
見
書
」
を
前
川
町
長
に

提
出
し
た
。

大
山
崎
町
で
は
、
現
在
、
生

産
緑
地
の
指
定
要
件
が
５
０
０

平
方
㍍
以
上
の
た
め
、
営
農
意

欲
が
あ
っ
て
も
生
産
緑
地
指
定

を
受
け
ら
れ
な
い
「
小
規
模
な

農
地
」
の
保
全
や
、
生
産
緑
地

の
一
部
転
用
に
よ
り
生
産
緑
地

全
体
が
面
積
要
件
を
失
う
「
道

連
れ
解
除
」
の
発
生
防
止
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
意
見
書
で・

販
売
し
た
い
と
考
え
、
現
在
、
試

作
に
挑
戦
中
だ
。

「
農
業
で
生
き
残
る
た
め
に
、
付

加
価
値
の
高
い
野
菜
の
生
産
な
ど

〝
独
自
の
取
り
組
み
〟
を
追
求
し
、

差
別
化
を
図
り
た
い
」
と
語
る
清
水

さ
ん
。
き
ら
り
と
光
る
逸
品
を
地
域

の
消
費
者
へ
届
け
る
た
め
、
日
夜
研

究
を
重
ね
て
い
る
。

（
向
日
市
農
業
委
員
会
）

向
日
市
物
集
女
町
の
清
水
隆
弘
さ

ん
（

）
は
、
今
年
で
就
農
５
年

目
。
家
族
４
人
で
１
・
１
㌶
を
経
営

し
、
地
域
の
特
産
タ
ケ
ノ
コ
を
中
心

に
、
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
、
激
辛
ト

ウ
ガ
ラ
シ
、
コ
ラ
ー
ド
、
子
持
ち
高

菜
な
ど
、
珍
し
い
野
菜
の
生
産
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

一
昨
年

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ま
ち
て
ら
す
Ｍ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
」
（
向
日

市
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
）
の
農

産
物
直
売
所

『
愛
菜
楽
市
』

を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
イ
ベ

ン
ト
や
野
菜
・

果
物
の
予
約
販

売
を
提
案
。
ア

イ
デ
ア
マ
ン
の

一
面
も
持
つ
。

今
後
の
収
益

拡
大
に
向
け

て
、
タ
ケ
ノ
コ

・
野
菜
・
米
の

加
工
品
を
製
造

珍
し
い
野
菜
を
届
け
た
い

向日市 清水隆弘さん

こだわりの蜂蜜と今中さん

収穫間近のアレッタ（左）、子持ち高菜（右）
を説明する清水さん

平
井
農
委
会
長
（
左
）
か
ら
前
川
町
長

に
意
見
書
を
提
出
（
２
月
７
日
）

生産緑地の面積要件
平方㍍に緩和を！
大山崎町農委会が｢意見書｣を提出

親
子
三
代
で
つ
な
ぐ
養
蜂
の
技

宮
津
市

今
中
美
有
さ
ん

全農委会が｢農業者の意見｣を集約

京田辺市の喜多農委会長（中央）と澤田会長職務代理（右）から上村

市長に意見書を提出（昨年月日）
宮津市農業委員会が開催した「若手農業者の集い」（昨年８月３日）

宮津市
農委会

｢

地
区
連｣
発
の
意
見
書
を

ト
ッ
プ
会
談
で
市
長
に
提
出

年度


農
委
会
が｢

意
見
書｣

提
出


浦
明
団
地
で
２
㌶
拡
大
予
定

の
岡
﨑
さ
ん
、

京
た
ん
ご
梨

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
果
樹
園

㌶
の
実
態
を
把
握

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
果
樹
園

㌶
の
実
態
を
把
握

京
丹
後
市
果
樹
振
興
協
議
会

経営継承のマッチングを推進！

京都 ８年(令和4年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


